
2020 年 7 月 1 日現在 

木宮 敬信（きみや たかのぶ） プロフィール 

 

○所属：常葉大学教育学部生涯学習学科・教授 

 

○略歴：神戸大学教育学部教育衛生学科を卒業し、神戸大学大学院教育学研究科（修士課程）、総合人間科

学研究科（博士課程）を修了。浜松大学勤務を経て、2013 年より常葉大学教育学部に勤務。 

 

○メッセージ：大学院生時代に阪神淡路大震災を経験し、そこから安全教育に関わるようになりました。現在

は、交通安全教育、防犯教育、防災教育など、幅広く教育プログラムの開発と実践を行っています。また、外国

人児童生徒に向けた教育プログラムの開発やアジア諸国での教育実践も行うとともに、バスケットボールの指

導者としても活動している関係からスポーツ事故防止活動にも取り組んでいます。その他、禅宗の僧侶として

の一面もあり、生命教育を基盤とした安全教育実践も行っています。 

 

○専門領域：１．生活安全 ２．交通安全 ３．災害安全 ４．安全教育一般 ５．その他（            ） 

 

○キーワード：安全教育、学校安全、危機管理 
 

受賞：平成２3 年度日本安全教育学会優秀実践賞、平成 22 年度静岡県バスケットボール協会特別功労賞、

平成 20 年度西日本学生バスケットボール連盟最優秀監督賞 

 

連携機関：大阪教育大学客員教授、大阪教育大学学校安全推進センター共同研究員、名古屋学芸大学非常

勤講師 

 

主な学会：日本安全教育学会、日本健康教育学会、日本セーフティプロモーション学会 

 

主な委員： 

 静岡県交通安全対策会議委員 

 日本スポーツ振興センター スポーツ事故防止対策協議会委員 

 日本スポーツ振興センター 学校安全資料作成会議委員 

 静岡県教育委員会学校安全推進委員会委員 

 静岡市スポーツ推進審議会長 

 静岡エフエム放送番組審議会委員長 

 静岡市教育委員会防災アドバイザー 

 

主な著書： 

 「児童生徒を守るための学校安全ガイドブック」（学校安全研究会）共著 

 「子どもの安全と危機管理」（少年写真新聞社）共著 

 「スポーツ・体育と健康科学テキスト」（三恵社）共著 

 

主な研究： 

 木宮敬信：インドネシアにおける児童の交通安全の現状と課題,学校危機とメンタルケア,12,pp15-24,

２０２0 

 木宮敬信：在日ブラジル人中学生を対象とした安全教育プログラムの実践,学校危機とメンタルケア､9､



pp12-21,2017 

 木宮敬信：中学生の防犯意識や危険行動に関する現状～在日ブラジル人中学生と日本人中学生の比

較を踏まえて～,常葉大学教育学部紀要､37､pp29-41,2017 

 木宮敬信：家庭内における児童と保護者の安全意識の相違について～同一設問における回答齟齬家

庭の特徴～,安全教育学研究,12(1)､pp47-57,2012 

 堀清和、木宮敬信ほか：Grade and sex differences in safety consciousness, knowledge 

and behavior in primary school students,日本健康教育学会誌,19(4)､pp289-301,2011 

 木宮敬信：在日ブラジル人児童と日本人児童の安全に関する調査研究,日本セーフティプロモーション

学会誌,4(1),2011 

 

主な講演： 

 交通安全のために自分ができること,牧之原市交通安全講習会,2019.12 

 学校における防災訓練・防犯訓練、安全教育の授業事例,南伊豆町教育委員会学校安全実践委員

会,2019.12 

 行・鍛錬・修練～日本的なこころとからだ,第 22 回日本臨床心理身体運動学会シンポジウ

ム,2019.12 

 通学路の安全管理について,静岡県交通安全リーダー合同研修会､2019.10 

 効果的な学校での安全体制の確立および防犯教育、交通安全教育とは,静岡県教育委員会小中学校

学校安全教育指導者研修会,2019.6 

 効果的な学校での防犯教育、防犯体制の確立について,石川県教育委員会学校安全ボランティア養成

講習会,2019.5 

 子どもの安全について考える,掛川市安全安心まちづくり研修会,2018.12 

 子どもに対する交通安全教育の方法と家庭の役割について,掛川市危機管理課,2018.7 

 通学路における児童の安全確保と安全教育,御殿場市教育フォーラム､2014.8 

 

○メールアドレス： 

kimiya-t[at]sz.tokoha-u.ac.jp 

[at]を半角@にしてください。 

 
 

 


